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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電力変換器用の集積回路制御器であって、
　前記電力変換器の出力を調節するために電力スイッチのスイッチングを制御するように
連結された制御部と、
　前記集積回路制御器の端子からの信号を受信するように連結されたセンサであって、前
記端子からの信号は、前記電力スイッチのオン状態のうちの少なくとも一部分の間の前記
電力変換器の入力電圧を表し、かつ、前記電力スイッチのオフ状態のうちの少なくとも一
部分の間の前記電力変換器の出力電圧を表し、前記センサは、前記電力スイッチのオン状
態のうちの少なくとも一部分の間、前記端子からの信号をサンプリングするように連結さ
れた、前記センサと、
　前記センサと前記制御部との間に連結され、前記サンプリングされた信号に応答して前
記電力変換器の不良状態を検出するように連結される不良検出器とを含み、前記不良検出
器は、前記不良状態を検出することに応答して前記制御部が前記電力変換器の電力出力レ
ベルを下げるために前記電力スイッチの前記スイッチングを阻止するように連結される集
積回路制御器。
【請求項２】
　前記不良検出器が、前記不良状態が検出される時間を判定するため、及び前記判定され
た時間が第１のしきい値時間期間以上であれば前記電力変換器の前記電力出力レベルを下
げるように前記制御部に阻止信号を出力するためのカウンタを含む、請求項１に記載の集
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積回路制御器。
【請求項３】
　前記カウンタが、前記不良状態が残っているかどうかに関係なく第２のしきい値時間の
間、前記電力変換器の前記電力出力レベルを下げるように前記制御部に阻止信号を出力す
る、請求項２に記載の集積回路制御器。
【請求項４】
　前記制御部が、前記電力スイッチがオン状態にあるときに前記電力スイッチを通るドレ
イン電流を制限することによって前記電力変換器の前記電力出力レベルを下げるように前
記電力スイッチの前記スイッチングを阻止する、請求項１に記載の集積回路制御器。
【請求項５】
　前記センサが、前記制御部から前記電力スイッチに出力されるドライブ信号に応答して
前記電力スイッチの前記オン状態のうちの前記一部分の間、前記端子から前記信号をサン
プリングする、請求項１に記載の集積回路制御器。
【請求項６】
　前記端子からの前記信号が第１の信号と第２の信号を含み、前記第１の信号が前記電力
スイッチの前記オン状態のうちの少なくとも前記部分の間の前記電力変換器の前記入力電
圧を表す電流であり、前記第２の信号が前記電力スイッチの前記オフ状態のうちの少なく
とも前記部分の間の前記電力変換器の前記出力電圧を表す電圧である、請求項１に記載の
集積回路制御器。
【請求項７】
　前記制御部が、前記制御部から前記電力スイッチに出力されるドライブ信号のデューテ
ィ・サイクルを調節することによって前記電力変換器の前記電力出力レベルを下げるよう
に前記電力スイッチの前記スイッチングを阻止するように連結される、請求項１に記載の
集積回路制御器。
【請求項８】
　前記電力スイッチが、前記電力スイッチの前記オン状態のうちの少なくとも前記部分の
間の前記入力電圧を実質的に表す反映電圧を生成するための補助巻線を含むエネルギー伝
達素子に連結され、前記反映電圧に応答して感知信号が生成される、請求項１に記載の集
積回路制御器。
【請求項９】
　前記端子がフィードバック端子であり、前記集積回路制御器が接地端子をさらに含み、
フィードバック回路が、
　前記補助巻線と前記フィードバック端子との間に連結された第１の抵抗器と、
　前記フィードバック端子と前記接地端子との間に連結された第２の抵抗器とを含み、前
記集積回路制御器によって調節される前記電力変換器の前記出力の値が前記第１の抵抗器
の抵抗値と前記第２の抵抗器の抵抗値に応答する、請求項８に記載の集積回路制御器。
【請求項１０】
　電力変換器用の集積回路制御器であって、
　前記電力変換器のフィードバック回路に連結される端子を含み、前記フィードバック回
路は前記電力変換器の出力を表すフィードバック情報を与えるよう連結され、前記集積回
路制御器はさらに、
　前記フィードバック情報に応答して前記電力変換器の前記出力を調節するために前記電
力変換器の電力スイッチのスイッチングを制御するように連結された制御部と、
　前記端子に連結され、前記端子において電流をサンプリングするように連結されたセン
サであって、前記サンプリングされた電流が前記電力変換器の入力電圧を表すセンサと、
　前記センサと前記制御部との間に連結され、前記サンプリングされた電流に応答して不
良状態を検出するように連結される不良検出器とを含み、前記不良検出器が前記不良状態
を検出することに応答して前記制御部が前記電力変換器の電力出力レベルを下げ、
　前記不良検出器は、前記不良状態が検出される時間を判定するため、及び前記判定され
た時間が第１のしきい値時間期間以上であれば前記電力変換器の電力出力レベルを下げる
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ように前記制御部に阻止信号を出力するためのカウンタを含む、集積回路制御器。
【請求項１１】
　前記不良検出器は、前記サンプリングされた電流をしきい値電流と比較するように、か
つ前記不良状態が存在するかどうかを示すための決定信号を発生させるように連結された
電流比較器を含む、請求項１０に記載の集積回路制御器。
【請求項１２】
　前記不良状態は、前記フィードバック回路が前記集積回路制御器の前記端子から切り離
されていることを含む、請求項１０に記載の集積回路制御器。
【請求項１３】
　前記制御部は、前記電力スイッチのスイッチング周波数を調節することによって前記電
力変換器の前記電力出力レベルを下げるように連結される、請求項１０に記載の集積回路
制御器。
【請求項１４】
　前記電力スイッチは、前記集積回路制御器の中に組み込まれる、請求項１０に記載の集
積回路制御器。
【請求項１５】
　前記センサは、前記電力スイッチのオン状態のうちの少なくとも一部分の間、前記端子
を実質的に一定の電圧にクランプするように連結される、請求項１０に記載の集積回路制
御器。
【請求項１６】
　前記カウンタは、前記不良状態が残っているかどうかに関係なく第２のしきい値時間の
間、前記電力変換器の前記電力出力レベルを下げるように前記制御部に阻止信号を出力す
る、請求項１０に記載の集積回路制御器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は２００７年４月６日に提出された「Ｍｅｔｈｏｄ　ａｎｄ　Ａｐｐａｒａｔｕ
ｓ　ｆｏｒ　Ｐｏｗｅｒ　Ｃｏｎｖｅｒｔｅｒ　Ｆａｕｌｔ　Ｃｏｎｄｉｔｉｏｎ　Ｄｅ
ｔｅｃｔｉｏｎ」という表題の米国仮出願第６０／９２２１２５号明細書の恩典を権利主
張するものである。
【０００２】
　本出願は日付けに提出された「Ｍｅｔｈｏｄ　ａｎｄ　Ａｐｐａｒａｔｕｓ　ｆｏｒ　
Ｓｅｎｓｉｎｇ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ｖｏｌｔａｇｅ　Ｖａｌｕｅｓ　Ｆｒｏｍ　ａ　Ｓ
ｉｎｇｌｅ　Ｔｅｒｍｉｎａｌ　ｏｆ　ａ　Ｐｏｗｅｒ　Ｃｏｎｖｅｒｔｅｒ　Ｃｏｎｔ
ｒｏｌｌｅｒ」という表題の同時係属の米国非仮出願第＃＃／＃＃＃＃＃＃号明細書に関
連する。
【０００３】
　本発明は概して電力変換器に関し、さらに特定すると本発明は電力変換器の出力を調節
する制御回路に関する。
【背景技術】
【０００４】
　携帯電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ラップトップ等の多くの電気器具は、比較的低電
圧のＤＣ電力の電源によって電力が供給される。電力は、一般に、高電圧ＡＣ電力として
壁付コンセントを通じて供給されるため、典型的には電力変換器と称する器具は、高電圧
ＡＣ電力を低電圧ＤＣ電力に変換することが必要である。低電圧ＤＣ電力は、電力変換器
によって器具に直接提供されてもよく、エネルギーを器具に提供するが、蓄積されたエネ
ルギーが尽きると充電が必要となる充電式電池を充電するのに使用されてもよい。典型的
には、電池は、電池が必要とする一定電流と一定電圧の要件を満たす電力変換器を含む電
池充電器で充電される。作動中、電力変換器は、広くは負荷と称される電池のような電気
器具に供給される出力電力を調整するためのコントローラを使用する。より具体的には、
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そのコントローラは、負荷に供給される電力を調整するために、電力変換器の出力のフィ
ードバック情報を提供するセンサに結合される。コントローラは、電力線のような入力電
力源から出力にエネルギー・パルスを転送するために、センサからのフィードバック情報
に応答して、電力スイッチをオン・オフさせるように制御することによって負荷への電力
を調整する。
【０００５】
　電力変換器制御回路は数多くの目的及び用途に使用されている。集積制御回路の外部の
部品の数を削減することが可能な制御回路機能に関する要求がある。外部部品数のこの削
減は電力変換器の小型化を可能にすることで携帯性を向上させ、電力変換器設計を仕上げ
るために必要とされる設計段階の数を削減し、かつ最終製品の信頼性もやはり高める。さ
らに、削減された部品数は電力変換器の動作においてエネルギー効率の向上を提供するこ
とが可能であり、かつ電力変換器のコストを削減することが可能である。部品数削減に関
して可能性を提供する電力変換器の一態様は電力変換器内の不良状態を検出するために以
前から必要とされた外部回路を単純化又は除外することにある。
【０００６】
　ＡＣ／ＤＣ電力変換のために使用される電力変換器では、出力電圧が、通常では電力変
換器の入力側で制御回路に連結されるフィードバック回路を経由してフィードバック信号
を発生させるために、電源出力端子間で測定される。通常、電力変換器の制御回路はフィ
ードバック信号に応答して出力端子の出力電力を調節する。さらに特定すると、電力変換
器の入力部から出力部にエネルギーを伝達するために連結された電力スイッチのスイッチ
ングを制御するように制御回路はフィードバック信号に応答する。
【特許文献１】米国仮出願第６０／９２２１２５号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　フィードバック回路内の短絡又は開回路などの不良のせいで制御回路がフィードバック
情報を失えば、電力変換器は無調節の電力を供給する可能性が高く、これは電力変換器に
連結された電気デバイス又は電力変換器自体に損傷を引き起こすこともある。
【０００８】
　他に指定がなければ、それぞれの図の全体を通して同様の参照番号が同様の部分を指す
以下の図を参照しながら本発明の非限定的か非網羅的な実施形態と具体例を説明する。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　電力供給装置内の不良状態を検出するための方法及び装置が開示される。以下の説明で
は、本発明の完全な理解を提供するために数多くの特定の詳細が述べられる。しかしなが
ら、特定の詳細が本発明を実践するために必ずしも使用される必要がないことは当業者に
明らかであろう。他の例では、本発明を曖昧にするのを避けるためによく知られている材
料又は方法は詳しく述べられていない。
【００１０】
　本明細書全体を通じての「一実施形態」、「実施形態」、「一具体例」又は「具体例」
とは、実施形態又は具体例に関して記載されている特定の特徴、構造又は特性が本発明の
少なくとも１つの実施形態に含まれることを意味する。したがって、本明細書全体の様々
な箇所における「一実施形態」、「実施形態」、「一具体例」又は「具体例」という語句
は、すべて同一の実施形態又は具体例を指すとは限らない。また、特定の特徴、構造又は
特性を１つ又は複数の実施形態又は具体例における任意の好適な組合せ及び／又は部分的
組合せとして組み合わせることができる。また、本明細書とともに提供されている図は、
当業者に対する説明を目的としたものであること、及び図面は、必ずしも同じ縮尺で描か
れていないことが理解できるであろう。
【００１１】
　本発明の教示に従って電力供給装置内の不良状態を検出するための回路がここで述べら
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れる。
【００１２】
　図１Ａは本願明細書では電力供給装置とも称されるスイッチング電力変換器１００Ａの
一例を具体的に示す機能ブロック図であり、この電力変換器はフライバック・トポロジを
使用し、かつ本発明の教示に従って不良状態を検出する。例示された電力変換器１００Ａ
の例はエネルギー伝達素子１１０、クランプ回路１１８、フィードバック回路１２１、制
御器１３８、電力スイッチ１４０、ダイオード１６６、キャパシタ１６８を含む。
【００１３】
　電力変換器１００Ａは無調節の入力電圧１０２から負荷１２４に出力電力を供給する。
入力電圧１０２はエネルギー伝達素子１１０と電力スイッチ１４０に連結される。図１Ａ
の例では、エネルギー伝達素子１１０は入力巻線１１２と出力巻線１１４を備えた変圧器
である。「入力巻線」は「一次巻線」と称され、「出力巻線」は「二次巻線」と称される
こともある。電力スイッチ１４０への最大電圧を制限するためにクランプ回路１１８がエ
ネルギー伝達素子１１０の入力巻線１１２に連結されている。制御器１３８に応答して電
力スイッチ１４０が閉じられて電流がスイッチを通して流れ、開かれてスイッチを通る導
通を実質的に終了させる。したがって、閉じられたスイッチはオン状態にされていると称
され、これに対して開かれたスイッチはオフ状態にされていると称される。一例では、電
力スイッチ１４０はトランジスタである。一例では、制御器１３８はモノリシック集積回
路として実装されてもよく、又は個別電気部品とするか、個別回路と集積回路の組合せと
して実装されてもよい。電力変換器の動作中、電力スイッチ１４０のスイッチングがダイ
オード１６６内に脈動電流を作り出し、これがキャパシタ１６８によってフィルタ処理さ
れて負荷１２４に実質的に一定の出力電圧１２２又は出力電流１３０が生成される。
【００１４】
　電力スイッチ１４０をスイッチングさせる制御器１３８によって調節されるべき出力は
出力電圧１２２、出力電流１３０、又はこれら２つの組合せである。フィードバック回路
１２１は感知信号１５０を出力するように連結される。一例では、感知信号１５０は電力
スイッチ１４０がオン状態にあるときの入力電圧１０２を表す。一例では、感知信号１５
０は電力スイッチ１４０がオフ状態にあるときの出力電圧１２２を表す。
【００１５】
　描かれた例に示されるように、制御器１３８はフィードバック回路１２１によって生成
された感知信号１５０をサンプリングするように連結される。サンプリングされた感知信
号は次いで、不良状態がフィードバック回路１２１内に存在するかどうか判定するために
制御器１３８によって使用される。
【００１６】
　動作時では、制御器１３８は電力変換器１００Ａの出力量を実質的に調節するように電
力スイッチ１４０を動作させる。フィードバック回路１２１からの感知信号１５０に応答
して不良状態が検出されれば、制御器１３８は電力変換器１００Ａによって負荷１２４に
供給される出力電力レベルを減少させる。
【００１７】
　図１Ｂは、本発明の教示に従って感知信号１５０に応答して不良状態を検出する制御器
１３８を使用する一例の電力変換器１００Ｂを具体的に示す結線図である。電力変換器１
００Ｂは電力変換器１００Ａの１つの可能な実装例を表す。例示された電力変換器１００
Ｂの例は第１と第２の入力端子１０４、１０６、エネルギー伝達素子１１０、クランプ回
路１１８、整流回路１２０、フィードバック回路１２１、第１と第２の出力端子１２６、
１２８、制御器１３８、電力スイッチ１４０、入力戻り１４２、出力戻り１５８を含む。
例示されたエネルギー伝達素子１１０の例は入力巻線１１２、出力巻線１１４、補助巻線
１１６を含む。クランプ回路１１８はキャパシタ１６０、抵抗器１６２、ダイオード１６
４を有するように示されている。整流回路１２０はダイオード１６６とキャパシタ１６８
を有するように示されている。示されたフィードバック回路１２１の例は補助巻線１１６
と抵抗器１３４、１３６を含む。制御器１３８はフィードバック端子１４４、出力端子１
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４６、接地端子１４８を有するように示されている。
【００１８】
　一例では、電力変換器１００Ｂは絶縁型フライバック変換器であり、ここでは入力戻り
１４２と出力戻り１５８は互に絶縁されている。一例では、エネルギー伝達素子１１０は
電力変換器１００Ｂの入力側から出力側にＤＣ電流が流れるのを実質的に阻止している。
他の例では、エネルギー伝達素子１１０は一体に連結された入力戻り１４２と出力戻り１
５８を備えた非絶縁型変換器である。他の例において電力変換器１００Ｂが本発明の教示
に従って複数の出力部を有してもよいことに留意すべきである。
【００１９】
　図示されるように、制御器１３８は一例では金属酸化物半導体電界効果型トランジスタ
（ＭＯＳＦＥＴ）スイッチ、バイポーラ型トランジスタなどである電力スイッチ１４０に
連結される。電力スイッチ１４０はエネルギー伝達素子１１０の入力巻線１１２に連結さ
れ、これが入力電圧１０２に連結される。例示された例では、クランプ回路１１８は電力
スイッチ１４０にかかる最大電圧を制限するために入力巻線１１２の間に連結される。一
例では、制御器１３８と電力スイッチ１４０が、ハイブリッド又はモノリシックの集積回
路として製造される集積回路の一部として形成されてもよい。
【００２０】
　例示された例では、電力変換器１００Ｂの第１と第２の入力端子１０４、１０６から負
荷１２４に連結された電力変換器出力端子１２６、１２８へ供給されるエネルギーを調節
するために制御器１３８が連結されている。一例では、調節される特定の出力パラメータ
はＤＣ出力電圧１２２である。感知信号１５０は抵抗器１３４、１３６によって形成され
た抵抗分割器を通じて補助巻線１１６から制御器１３８に連結される。一例では、抵抗器
１３４、１３６の値は所望の出力電圧１２２に基づいて選択又は調節される。
【００２１】
　動作時では、制御器１３８は感知信号１５０に応答して電力スイッチ１４０をスイッチ
ングさせることによって電力供給装置１００の出力を調節する。電力スイッチ１４０がオ
ン状態にあるとき、入力端子１０４、１０６からのエネルギーがエネルギー伝達素子１１
０の入力巻線１１２の中に伝えられる。電力スイッチ１４０がオフ状態にあるとき、入力
巻線１１２に蓄えられたエネルギーが出力巻線１１４に伝えられる。出力巻線１１４から
のエネルギーは、順方向にバイアスされた電力用ダイオード１６６を通って出力キャパシ
タ１６８と負荷１２４に流れる出力電流１３０として電力変換器１００Ｂの出力部に伝え
られる。出力電流１３０は電力スイッチ１４０のオフ状態の間に電力用ダイオード１６６
を通って流れるが、出力電圧１２２は出力巻線１１４にかかる電圧に実質的に等しい。動
作時では、制御器１３８は例示された例ではダイオード１６６を含む整流回路１２０内に
脈動電流を作り、キャパシタ１６８によってフィルタ処理されることで実質的に一定の出
力電圧１２２を生成する。
【００２２】
　図１Ｂに示されるように、制御器１３８は感知信号１５０を受信するように連結され、
この信号は一例では電圧信号であるが、他の例では電流信号又は電力供給装置の入力及び
／又は出力の指標となる他の信号であってもよく、それでもなお本発明の教示から恩典を
得ることができる。図１Ｂに示されるように、補助巻線１１６は電力スイッチ１４０がオ
フ状態にあるときの出力電圧１２２を表す反映電圧１７４を供給する。反映電圧１７４は
また、電力スイッチ１４０がオン状態にあるときの入力電圧１０２を表する。一例では、
感知信号１５０は反映電圧１７４を表し、フィードバック端子１４４を経由して制御器１
３８によって受信される。上述された反映電圧１７４と同様に、感知信号１５０は電力ス
イッチ１４０がオン状態にあるときの入力電圧１０２を表しかつ電力スイッチ１４０がオ
フ状態にあるときの出力電圧１２２を表す。
【００２３】
　一例では、反映電圧１７４及び／又は感知信号１５０は電力スイッチ１４０がオフ状態
にある時間の部分のみについて出力電圧１２２を表し、電力スイッチ１４０がオン状態に
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ある時間の部分のみについて入力電圧１０２を表す。
【００２４】
　電力スイッチ１４０がオン状態にあるとき、ドレイン電流１５６が入力巻線１１２を通
って流れることで反映電圧１７４が入力電圧１０２に比例する電圧を表すことを可能にす
る。反映電圧１７４は入力巻線１１２の巻き回数に対する補助巻線１１６の巻き回数の比
で入力電圧１０２に比例し得る。巻き数比と電圧比との間にある一例の関係は以下で示さ
れ、
　　　　ＶREFLECT／ＶLINE＝ＮA／ＮI　　　　　　　　　　（１）
ここでＮAは補助巻線１１６の巻き回数であり、Ｎ1は入力巻線１１２の巻き回数である。
【００２５】
　電力スイッチ１４０がオン状態からオフ状態に移行すると、ドレイン電流１５６は電力
スイッチ１４０を通って流れることを実質的に阻止され、入力巻線１１２に蓄えられたエ
ネルギーが出力巻線１１４へと移されることで反映電圧１７４が出力電圧１２２に比例す
る電圧を表す。反映電圧１７４は出力巻線１１４の巻き回数に対する補助巻線１１６の巻
き回数の比で出力電圧１２２に比例す。巻き数比と電圧比との間にある一例の関係は以下
で示され、
　　　　ＶREFLECT／（ＶOUT＋ＶF）＝ＮA／ＮO　　　　　　（２）
ここでＮAは補助巻線１１６の巻き回数であり、Ｎ0は出力巻線１１４の巻き回数であり、
ＶFはダイオード１６６が順方向にバイアスされるときにダイオード１６６の間の電圧で
ある。一例では、ＶFはＶOUTに関して無視し得る大きさであり、式２は次のように単純化
される。
　　　　ＶREFLECT／ＶOUT≒ＮA／ＮO　　　　　　　　　　　（３）
【００２６】
　一例では、フィードバック回路１２１がフィードバック端子１４４から切り離されるか
又は入力戻り１４２に短絡されれば、制御器１３８が不良状態を認識し、出力端子１２６
、１２８の電力を制限するためのある時間電力スイッチ１４０のスイッチングを妨げる。
感知信号１５０がフィードバック端子１４４に到達するのを阻止されると、制御器１３８
は、電力スイッチ１４０がオン状態にあるときの入力電圧１０２を実質的に０ボルトとし
て感知し、電力スイッチ１４０がオフ状態にあるときの出力電圧１２２を実質的に０ボル
トとして感知する。一例では、制御器１３８は、入力電圧１０２を表す感知信号１５０が
線間電圧しきい値よりも下にあるときに不良状態を認識する。他の例では、制御器１３８
は出力電圧１２２を表す感知信号１５０が出力電圧しきい値よりも下にあるときに不良状
態を認識する。
【００２７】
　一例では、抵抗器１３４が補助巻線１１６又はフィードバック端子１４４から切り離さ
れれば、制御器１３８が不良状態を検出する。他の例では、抵抗器１３６が入力戻り１４
２に短絡されれば、制御器１３８はやはり不良状態を検出する。上記の例において説明さ
れた理由で、不良状態が検出されれば制御器１３８は出力端子１２６、１２８に供給され
る電力を制限するためのある時間電力スイッチ１４０のスイッチングを妨げる。
【００２８】
　図２は本発明の教示による一例の制御器２０２を具体的に示す機能ブロック図である。
制御器２０２は図１Ａ、１Ｂに示された制御器１３８の１つの可能な実装例を表す。例示
された制御器２０２の一例はセンサ２０４、不良検出器２０６、制御部２０８、発振器２
１０を含む。
【００２９】
　例示された例では、センサ２０４はフィードバック端子１４４を経由して感知信号１５
０を受信するように連結される。動作時では、センサ２０４は感知信号１５０をサンプリ
ングし、サンプル信号２１４を出力する。サンプル信号２１４は電流又は電圧の形態であ
る。一例では、センサ２０４は電力スイッチ１４０のオン状態の間に感知信号１５０をサ
ンプリングする。この例では入力電圧１０２を表すサンプル信号２１４を出力する。他の
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例では、センサ２０４は電力スイッチ１４０のオフ状態の間に感知信号１５０をサンプリ
ングし、この例では出力電圧１２２を表すサンプル信号２１４を出力する。
【００３０】
　図２の例では、不良検出器２０６はサンプル信号２１４を受信するように連結される。
動作時では、不良検出器２０６はサンプル信号２１４を不良しきい値と比較する。一例で
は、不良しきい値はサンプル信号２１４が電流であるときには電流しきい値であり、サン
プル信号２１４が電圧であるときには電圧しきい値である。不良しきい値はサンプル信号
２１４が入力電圧１０２を表せば入力不良しきい値を含み、サンプル信号２１４が出力電
圧１２２を表せば出力不良しきい値を含む。一例では、サンプル信号２１４が或る時間期
間について不良しきい値よりも下であれば、不良検出器２０６は阻止信号２１６を出力し
、これは電力変換器内の不良状態の存在を示す。この例では、不良状態が存在するかどう
か判定するための時間期間は発振器２１０によって生成されたクロック信号２１２に応答
して決定される。
【００３１】
　例示された制御器２０２の例は阻止信号２１６を受信するように連結された制御部２０
８を含む。一例では、制御部２０８は電力スイッチ１４０をオン状態とオフ状態の間で交
互に入れ替えるために出力端子１４６を経由してドライブ信号１５４を出力する。一例で
は、入力巻線から出力巻線へのエネルギーの伝達を制御することで電力変換器の出力を調
節するために制御部２０８は他のフィードバック情報（図示せず）を受信するように連結
される。この例では、調節される出力は出力電圧１２２、出力電流１３０、又は両方の組
合せを含む。制御部２０８は電力スイッチ１４０のスイッチングを制御するために、限定
はされないがオンオフ制御、パルス幅変調（ＰＷＭ）などを含めた様々な技術を使用する
ことができる。
【００３２】
　本発明の教示によると、制御部２０８は不良状態の存在を示す制止信号２１６の受信に
応答して電力スイッチ１４０のスイッチングを妨げる。不良状態の存在に応答して、制御
部２０８は電力変換器によって出力される電力レベルを下げるように電力スイッチ１４０
のスイッチングを妨げる。一例では、制御部２０８は電力スイッチ１４０を不能にする（
例えば電力スイッチ１４０をオフ状態に保つ）ことによってスイッチングを妨げる。一例
では、制御部２０８はドライブ信号１５４の周波数又はデューティ・サイクルを調節する
ことによってスイッチングを妨げる。一例では、制御部２０８は電力スイッチ１４０がオ
ン状態にある間にドレイン電流１５６を制限することによってスイッチングを妨げる。な
おも他の例では、制御部２０８は不良状態が存在するかぎり不良サイクルを繰り返す。こ
の不良サイクルは電力スイッチ１４０のいくつかのスイッチング・サイクルとこれに続く
いくつかのスキップ・スイッチング・サイクルを含む。
【００３３】
　図３Ａは本発明の教示に従って電力変換器の入力電圧１０２を表すサンプル信号２１４
Ａを出力する一例のセンサ２０４Ａを具体的に示す結線図である。センサ２０４Ａは電力
スイッチ１４０のオン状態の間に感知信号１５０をサンプリングするための図２に示され
たセンサ２０４の可能な１つの実装を表す。例示されたセンサ２０４Ａの例は内部電圧源
３０２、ｎ－チャンネルのトランジスタ３０４、３０６、ｐ－チャンネルのトランジスタ
３０８、３１０、３１２、電流源３１４、キャパシタ３１６、サンプリング命令ブロック
３１８、インバータ３２０を含む。
【００３４】
　ｎ－チャンネル及びｐ－チャンネルのトランジスタは、ｎ－チャンネルのトランジスタ
をオンに切り換わらせる信号がｐ－チャンネルのトランジスタをオフに切り換わらせるよ
うに相補的又は反対の機能を実行する。アナログ信号については、ｎ－チャンネルのトラ
ンジスタがさらに多くの電流を流す原因になる信号はｐ－チャンネルのトランジスタがよ
り少ない電流を流す原因になる。ｎ－チャンネルのトランジスタは、トランジスタが電流
を流すためにゲートとソースとの間に正の電圧を必要とする。ｐ－チャンネルのトランジ
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スタは、トランジスタが電流を流すためにゲートとソースとの間に負の電圧を必要とする
。ｎ－チャンネルのトランジスタは、ｎ－チャンネルのトランジスタのゲートとソースと
の間の正の電圧がトランジスタのしきい値電圧よりも小さいと、電流がｎ－チャンネルの
トランジスタを通って流れるのを実質的に阻止する。ｎ－チャンネルのトランジスタのゲ
ートとソースとの間の電圧がトランジスタのしきい値電圧よりも大きくなると、より多く
の電流がｎ－チャンネルのトランジスタを通って流れることを許される。反対に、ｐ－チ
ャンネルのトランジスタは、ｐ－チャンネルのトランジスタのゲートとソースとの間の負
の電圧がトランジスタの負のしきい値電圧よりも小さい負である（一層ゼロに近い）と、
電流がｐ－チャンネルのトランジスタを通って流れるのを実質的に阻止される。ｐ－チャ
ンネルのトランジスタのゲートとソースとの間の負の電圧がトランジスタの負のしきい値
電圧よりもさらに負になると、さらに多くの電流がｐ－チャンネルのトランジスタを通っ
て流れることができる。
【００３５】
　例示された例では、内部電圧源３０２はトランジスタ３０４に電流Ｉ1を供給する電流
源３１４に連結される。トランジスタ３０４のゲートはトランジスタ３０６のゲートに連
結される。トランジスタ３０８は内部電圧源３０２とトランジスタ３０６との間に連結さ
れる。動作時では、電力スイッチ１４０がオン状態にあるときにセンサ２０４Ａが感知信
号１５０をサンプリングする。さらに特定すると、フィードバック端子１４４を通って流
れる内部電流３２２のためフィードバック端子１４４は共通基準電位１４２に対して実質
的に０ボルトにクランプされる。一例では、電力スイッチ１４０がオン状態にあるときに
反映電圧１７４が負であるので内部電流３２２は負の電流である。一例では、内部電流３
２２は入力電圧１０２を表す反映電圧１７４の大きさに応答して変化する。
【００３６】
　図３Ａに示されるように、内部電流３２２はトランジスタ３０６、３０８を通って流れ
る。一例では、内部電流３２２は図１Ｂに示された抵抗器１３４の抵抗によって分割され
る反映電圧１７４である。図３Ａの描かれた例に示されるように、トランジスタ３１２は
トランジスタ３０８のゲートとトランジスタ３１０のゲートとの間に連結される。インバ
ータ３２０の出力部はトランジスタ３１２のゲートに連結される。インバータ３２０は信
号３２４を受信するように連結される。
【００３７】
　例示された例に示されるように、サンプリング命令ブロック３１８は、電力スイッチ１
４０がオン状態にあるときにのみトランジスタ３１２がオン状態になるようにインバータ
３２０に連結される。一例では、信号３２４は電力スイッチ１４０がオフ状態からオン状
態に移行した後の短時間についてハイになる。一例では、信号３２４はドライブ信号１５
４から駆動されてもよい。
【００３８】
　図示されるように、キャパシタ３１６は内部電圧源３０２とトランジスタ３１０のゲー
トとの間に連結される。信号３２４がハイであるとき、トランジスタ３１２は、トランジ
スタ３１０のゲートの電圧をトランジスタ３０８のゲートの電圧に一致するように調節す
るためにキャパシタ３１６に／から電流を流させる。信号３２４がローであるとき、トラ
ンジスタ３１２はオフであり、キャパシタ３１６に／から電流が流れることを実質的に阻
止する。トランジスタ３０８のゲートの電圧はトランジスタ３１０のゲートの電圧に実質
的に等しいので、内部電流３２２に比例したサンプル電流３２６がトランジスタ３１０を
通って流れる。一例では、サンプル電流３２６に対する内部電流３２２の比例はトランジ
スタ３１０に対するトランジスタ３０８のサイズの比例に基づいている。描かれた例によ
ると、サンプル電流３２６は反映電圧１７４を表す。一例では、サンプル電流３２６はサ
ンプル信号２１４Ａによって電流として表される。他の例では、サンプル信号２１４Ａは
サンプル電流３２６を表す電圧に変換される。
【００３９】
　図３Ｂは本発明の教示に従って電力変換器の出力電圧１２２を表すサンプル信号２１４
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Ｂを出力する一例のセンサ２０４Ｂを具体的に示す結線図である。センサ２０４Ｂは電力
スイッチ１４０のオフ状態の間に感知信号１５０をサンプリングするための図２に示され
たセンサ２０４の可能な１つの実装を表す。例示されたセンサ２０４Ｂの例は内部電圧源
３４０、電流ミラー３４２、ｎ－チャンネルのトランジスタ３４８、電流源３５０、３５
２、キャパシタ３５４、サンプリング命令ブロック３５６を含む。電流ミラー３４２はｐ
－チャンネルのトランジスタ３４４、３４６を有するように例示されている。
【００４０】
　例示された例では、内部電圧源３４０は電流ミラー３４２に電流を供給する電流源３５
２に連結される。一例では、トランジスタ３４４、３４６はマッチングしたトランジスタ
である。この例では、電流源３５０はトランジスタ３４６から電流を吸い込むように連結
される。トランジスタ３４４のゲートはフィードバック端子１４４を経由して感知信号１
５０を受信するように連結される。この例では、感知信号１５０は図１Ｂに示された抵抗
器１３６で電圧降下したフィードバック電圧１５２を含む。図３Ｂに描かれるように、ト
ランジスタ３４８はトランジスタ３４６のゲートとトランジスタ３５４のゲートとの間に
連結される。トランジスタ３４８のゲートはサンプリング命令ブロック３５６によって生
成された信号３５８を受信するように連結される。
【００４１】
　動作時では、トランジスタ３４４のゲートの電圧はフィードバック電圧１５２に等しい
。入力戻り１４２に対するトランジスタ３４６のゲートの電圧は実質的にフィードバック
電圧１５２に等しい。一例では、サンプル信号２１４Ｂは出力電圧１２２を表す。図示さ
れるように、キャパシタ３５４は、信号３５８がハイであるときにトランジスタ３４８が
サンプリングされた信号２１４Ｂを調節してフィードバック電圧１５２に一致させるため
にキャパシタ３５４に／から電流が流れることを可能にするようにトランジスタ３４８に
連結される。
【００４２】
　例示された例に示されるように、サンプリング命令ブロック３５６は、電力スイッチ１
４０がオフ状態にあるときにのみトランジスタ３４８がオン状態になるようにトランジス
タ３４８に連結される。一例では、信号３５８は電力スイッチ１４０がオン状態からオフ
状態に移行した後の短時間ハイになる。信号３５８がローであるとき、スイッチ３４８は
電流がキャパシタ３５４に／から流れることを実質的に阻止する。一例では、信号３５８
は感知信号１５０から由来する。
【００４３】
　一例では、サンプリング命令ブロック３５６は電力スイッチ１４０のオフ状態のサンプ
リング期間を決定するように連結される。一例では、サンプリング命令ブロック３５６は
感知信号１５０をしきい値電圧レベルと比較して感知信号１５０がしきい値電圧レベルよ
りも大きいときに論理ハイとして信号３５８を生成することによってサンプリング期間を
決定する。一例では、トランジスタ３４８がサンプリング命令ブロック３５６によって信
号３５８の論理ハイでドライブされる持続時間はキャパシタ３５４が充電するのを可能に
する時間期間に実質的に等しい。一例では、トランジスタ３４８は出力電流１３０がダイ
オード１６６を通って流れる時間のうちの一部分のみについて信号３５８の論理ハイによ
ってドライブされる。
【００４４】
　ここで図２に戻って参照すると、センサ２０４は電力スイッチ１４０のオン状態の間で
のみ感知信号１５０をサンプリングして電力変換器の入力電圧を表すサンプル信号２１４
を出力するセンサ２０４Ａを含む。他の例では、センサ２０４は電力スイッチ１４０のオ
フ状態の間でのみ感知信号１５０をサンプリングして電力変換器の出力電圧を表すサンプ
ル信号２１４を出力するセンサ２０４Ｂを含む。さらに別の例では、センサ２０４はオン
状態とオフ状態それぞれに感知信号１５０をサンプリングするためにセンサ２０４Ａと２
０４Ｂの両方を含む。この例では、センサ２０４は電力スイッチ１４０のオン状態の間の
入力電圧、及びオフ状態の間の出力電圧を表す感知信号２１４を出力する。
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【００４５】
　図４Ａは本発明の教示に従って電力変換器の不良状態の存在を示す阻止信号２１６を出
力する例の不良検出器２０６を具体的に示す機能ブロック図である。例示された不良検出
器２０６の例は比較器４０２、ＡＮＤゲート４０４、カウンタ４０６を有する。一例では
、比較器４０２はサンプル信号２１４を電流として受け取る電流比較器であるが、しかし
他の例では比較器４０２はサンプル信号２１４を電圧として受け取る電圧比較器である。
例示された例では、比較器４０２はノード４１０と、しきい値電流ＩTHRESH４１８を生成
する電流源４０８とを含む電流比較器である。他の例では、比較器４０２は電圧しきい値
を生成する電圧源を含む電圧比較器である。
【００４６】
　例示された例では、比較器４０２はサンプル信号２１４を受信するように連結される。
一例では、サンプル信号２１４はセンサ２０４Ａによって生成されたサンプル信号２１４
Ａを含み、入力電圧１０２を表す。一例では、サンプル信号２１４はセンサ２０４Ｂによ
って生成されたサンプル信号２１４Ｂを含み、出力電圧１２２を表す。電圧比較器として
実装されても電流比較器として実装されても比較器４０２はＡＮＤゲート４０４の入力端
子に決定信号４１２を出力するようにやはり連結される。
【００４７】
　動作時では、比較器４０２はサンプル信号２１４を受け取り、決定信号４１２の論理状
態を判定するためにこれを不良しきい値と比較する。一例では、比較器４０２はしきい値
電流４１８を引き出す電流源４０８を含むが、しかし他の例では比較器４０２はしきい値
電圧を生成するための電圧源を含むこともある。描かれた例では、サンプル信号２１４は
サンプル電流（例えば図３Ａのサンプル電流３２６）を表す。この例では、サンプル信号
２１４がしきい値電流４１８よりも大きいと、不良状態は検出されない。不良状態が検出
されないと、決定信号４１２はノード４１０と入力戻り１４２との間の電位の上昇のせい
で論理ハイに設定される。反対に、サンプル信号２１４がしきい値電流４１８よりも小さ
いとき、不良状態が検出される。不良状態が検出されると、決定信号４１２はノード４１
０と入力戻り１４２との間の実質的にゼロ又は低い電位のせいで論理ローに設定される。
動作時では、比較器４０２は不良状態がフィードバック回路１２１内で検出されることを
表す論理ロー、及び不良状態が検出されないことを表す論理ハイに決定信号４１２を設定
する。
【００４８】
　例示された例では、不良検出器２０６はサンプル信号２１４が不良しきい値（例えばＩ

THRESH４１８）よりも下であれば不良状態を検出するように示される。一例では、ＩTHRE

SH４１８はフィードバック回路１２１内の不良状態を検出するように設定される。フィー
ドバック回路１２１内の不良はフィードバック端子１４４における実質的に開回路又は実
質的に短絡回路状態として検出される。この例では、ＩTHRESH４１８はサンプル信号２１
４によって表されるフィードバック電圧１５２が実質的に０ボルトであるときに比較器４
０２が決定信号４１２を論理ローとして出力するように設定される。
【００４９】
　例示された不良検出器２０６の例はフィードバック回路１２１内の不良を検出すること
と結び付けて述べられているが、他の例においてＩTHRESH４１８が電力変換器内の様々な
他の不良状態を検出するように設定されることは認識される。例えば、ＩTHRESH４１８は
入力電圧１０２の低下を検出するために入力線間電圧しきい値に設定される。他の例はＩ

THRESH４１８は出力電圧１２２の低下を検出するために出力電圧しきい値に設定される。
【００５０】
　描かれた例に示されるように、ＡＮＤゲート４０４は決定信号４１２とカウント信号４
１６の両方に応答して設定されるリセット信号４１４を出力する。動作時では、決定信号
４１２とカウント信号４１６が両方共にハイであるときのみ、リセット信号４１４はハイ
である。描かれた例では、カウンタ４０６は無安定反復カウンタである。リセット信号４
１４がハイであると、カウンタ４０６はそのカウント数をゼロにリセットする。リセット
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信号４１４がローであると、カウンタ４１６はクロック信号２１２に応答してカウント数
をインクリメントする。したがって、比較器４０２によって不良状態が検出されなければ
、論理ローに変化する決定信号４１２によって示されるように、不良状態が検出されるな
どの時間までカウンタ４０６は持続的にカウント数をリセットする。
【００５１】
　一例では、カウンタ４０６はカウンタ４０６が論理ハイの阻止信号２１６を出力する前
の不良状態が存在するはずである時間期間を表す第１の数のしきい値Ｎ１を含む。第１の
数のしきい値Ｎ１は、瞬間的な不良状態が制御部２０８に電力スイッチ１４０のスイッチ
ングを阻止させる事態を未然に防ぐ。この例では、カウンタ４０６はカウント数が第１の
数のしきい値Ｎ１に達するまで阻止信号２１６を論理ローに保つ。第１の数のしきい値Ｎ
１に達する前に不良状態が取り除かれるか又は存在しなくなれば、カウンタ４０６のカウ
ント数がゼロにリセットされ、阻止信号２１６は論理ローに保たれる。
【００５２】
　一例では、カウンタ４０６は制御部２０８が電力スイッチ１４０のスイッチングを阻止
するべき時間期間を表す第２の数のしきい値Ｎ２を含む。この例では、カウンタ４０６が
第１の数のしきい値に達した後に阻止信号２１６が論理ローから論理ハイへと移行させら
れ、制御部２０８が電力スイッチ１４０のスイッチングを阻止する結果につながる。この
時点で、第２の数のしきい値Ｎ２に達するまでカウンタ４０６はカウント動作を続ける。
カウント数が第１と第２の数のしきい値の間にあるとき、カウンタ４０６は論理ローのカ
ウント信号４１６をＡＮＤゲート４０４に出力する。したがってこの例では、不良状態が
残っているかどうかに関係なく第２の数のしきい値に達するまで阻止信号２１６は論理ハ
イを維持する。これは不良状態の瞬間的な非存在がカウンタをリセットすることを防ぎ、
したがって制御部２０８が電力変換器の出力電力レベルを下げることができる。
【００５３】
　動作時では、カウンタ４０６が第１のしきい値数Ｎ１を超え、次いで論理ローのリセッ
ト信号４１４に結果としてつながる論理ローに移行するまでカウント信号４１６は常に論
理ハイに設定される。カウンタ４０６は第１のしきい値数Ｎ１から第２のしきい値数Ｎ２
にカウンタ４０６をインクリメントする時間についてカウント信号４１６を論理ローに保
つ。カウンタ４０６はまた、カウンタ４０６が第１のしきい値数Ｎ１と第２のしきい値数
Ｎ２との間にあると阻止信号２１６を論理ハイに設定する。一例では、第２のしきい値数
Ｎ２に達した後にカウンタ４０６はカウント数を自動的にリセットする。
【００５４】
　図４Ｂは、本発明の教示に従って電力変換器の不良状態の存在を示す阻止信号２１６を
出力する不良検出器に関して波形を示している。例示された図４Ｂの波形は図４Ａに示さ
れた不良検出器２０６の１つの可能な実装例の波形を表す。
【００５５】
　例示された例では、繰り返しの不良サイクル４５０において制御器１３８は出力端子１
２６、１２８に供給される電力の量を制限するように動作する。この例では、例えば制御
器１３８がフィードバック回路１２１から感知信号１５０を受信し損ねることによって不
良状態が検出される。この例では、繰り返しの不良サイクル４５０はカウンタ４０６が第
１のしきい値数Ｎ１に達するまで不良状態が取り除かれなければ、カウンタ４０６がリセ
ットすることを可能にする。いったん第１のしきい値数Ｎ１に達すると、カウンタ４０６
が論理ハイの阻止信号２１６を出力し、これはカウンタ４０６が第２のしきい値数に達す
るまでハイに保たれる。描かれた例では、カウンタ４０６は電力スイッチ１４０の各々の
スイッチング・サイクル４５５中にインクリメントする。一例ではカウンタ４０６は発振
器２１０によって生成されたクロック信号２１２に応答してインクリメントする。他の例
では、カウンタ４０６は制御器１３８に付随するいずれかの他のタイミング信号に応答し
てインクリメントすることもある。
【００５６】
　本開示全体を通じて開示される様々な論理レベルは具体的例であることを意図され、限
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定ではない。例えば、図４Ａは不良検出器２０６の情報を示すような特定の論理レベルを
例示しているが、知られている論理素子が追加、除外、又は置換されることで開示された
特定の論理レベルを変えることが可能であることは理解できるであろう。例えば、ＡＮＤ
ゲート４０４がＮＡＮＤゲートで置き換えられてもよく、この場合にはリセット信号４１
４の論理ハイではなく論理ローがカウンタ４０６のリセットにトリガをかける。
【００５７】
　図５は、本発明の教示に従って不良状態を検出するための一例の集積回路５０２を有す
る一例の電力変換器５００を例示している。例示された例では、集積回路５０２は電力ス
イッチ５１２、及び上記で述べられた制御器１３８又は制御器２０２に類似した制御回路
を含む。一例では、入力電圧１０２は１２０ボルトと３７５ボルトの間である。一例では
、出力電圧１２２は約５ボルトである。集積回路５０２は一次巻線１１２の一方の端部に
連結されたドレイン端子５０６、入力戻り１４２に連結されたソース端子５０８、キャパ
シタ５１４に連結されたバイパス端子５１０、フィードバック回路１２１からの感知信号
１５０を受信するように連結されたフィードバック端子５０４を有する。図５に見られる
ように、集積回路５０２は単一の端子（例えばフィードバック端子５０４）を介して出力
電圧を感知し、かつ入力線間電圧を感知する。
【００５８】
　図６は本発明の教示に従って電力変換器内の不良状態を検出するための一例の方法６０
０を具体的に示すフローチャートである。記述された方法では、例の電力変換器は上記で
述べられた電力変換器に類似しており、電力変換器の入力部と出力部の間に連結されたエ
ネルギー伝達素子に連結された電力スイッチのスイッチングが存在する。この例では、電
力スイッチのスイッチングはこのスイッチに連結された制御器で制御される。感知信号は
フィードバック回路によって生成され、電力スイッチのオフ状態の間の電力変換器出力電
圧を表し、電力スイッチのオン状態の間の電力変換器入力電圧を表す。この制御器は、感
知信号に応答し、かつこの制御器はフィードバック回路内の不良状態の存在を検出するた
め、及び不良状態の検出に応答して電力スイッチのスイッチングを妨げるために連結され
る。
【００５９】
　特に、方法６００はブロック６０５で始まる。ブロック６１０で、カウンタ（例えばカ
ウンタ４０６）がゼロにリセットされる。ブロック６１５で、センサ（例えばセンサ２０
４）が感知信号（例えば感知信号１５０）をサンプリングする。一例では、このセンサは
電力スイッチのオン状態の間の感知信号をサンプリングする。一例では、このセンサは電
力スイッチのオフ状態の間の感知信号をサンプリングする。
【００６０】
　決定ブロック６２０では、サンプリングされた感知信号が不良しきい値（ＦＴ）と比較
される。一例では、サンプリングされた感知信号は図４Ａの比較器４０２などの比較器に
よってＦＴと比較される。サンプリングされた感知信号がＦＴよりも大きければ、不良状
態が検出されず、方法６００はブロック６１０に戻ってここでカウンタがリセットされる
。しかしながらサンプリングされた感知信号がＦＴよりも大きくなければ、不良状態が検
出されて本方法はブロック６２５に続く。ブロック６２５ではカウンタがインクリメント
される。上記に述べられたように、カウンタは電力スイッチの各々のスイッチング・サイ
クルでインクリメントされてもよく、又は制御器内部のクロック信号に応答してインクリ
メントされてもよい。
【００６１】
　ブロック６３０で、カウンタが第１の数のしきい値Ｎ１と比較される。カウンタが第１
の数のしきい値よりも大きくなければ、方法６００は感知信号を再びサンプリングするた
めにブロック６１５に戻る。カウンタが第１の数のしきい値よりも大きくなるまで、又は
サンプリングされた感知信号が不良しきい値ＦＴよりも上に上昇すれば方法６００はブロ
ック６１５～６３０を繰り返すであろう。
【００６２】
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　ブロック６３５で、電力スイッチのスイッチングが阻止される。一例では、不良状態が
存在することを示すために不良検出器（例えば不良検出器２０６）が制御部（例えば制御
部２０８）に阻止信号を出力する。阻止信号の受信に応答して、制御部は電力変換器の出
力電力レベルを下げるために電力スイッチのスイッチングを阻止する。
【００６３】
　ブロック６４０でカウンタが再びインクリメントされ、ブロック６４５でカウンタが第
２の数のしきい値Ｎ２と比較される。方法６００はカウンタが第２の数のしきい値よりも
大きくなるまでブロック６３５～６４５を繰り返し、電力スイッチのスイッチングを阻止
し続ける。いったんカウンタがＮ２よりも大きくなると、方法６００はブロック６１０に
戻ってカウンタをリセットし、電力スイッチの通常のスイッチングを保証する。
【００６４】
　方法６００において処理ブロックのうちのいくつか又は全部が現れる順序は限定である
と見てはならない。そうではなく、本開示の恩典を得る当業者は処理ブロックのうちのい
くつかが例示されていない様々な順序で実行され得ることを理解するであろう。
【００６５】
　要約書に記載されているものを含めて、本発明の図解例の上記説明は、網羅的であるこ
と、又は開示された厳密な形態に限定されることを意図するものではない。本発明の具体
的な実施形態と具体例が例示を目的として本明細書に記載されているが、本発明のより広
い主旨と範囲を逸脱することなく、様々な同等の変更が可能である。具体的な電圧、電流
、周波数、電力範囲値、時間等は、説明を目的として提示されていること、本発明の教示
に従って、他の実施形態及び具体例に他の値を採用してもよいことが理解できるであろう
。
【００６６】
　これらの変更を、上記詳細な説明に鑑みて、本発明の例に加えることができる。請求項
に用いられている用語は、本発明を明細書と請求項に開示された具体的な実施形態に限定
するものと解釈されるべきではない。むしろ、範囲は、請求項の解釈の確定された理論に
従って解釈されるべきである請求項によって専ら決定づけられるべきである。よって、本
明細書及び図面は、限定的ではなく、例示的なものと見なされるべきである。
【図面の簡単な説明】
【００６７】
【図１Ａ】フライバック・トポロジを使用し、かつ本発明の教示に従って不良状態を検出
するスイッチング電力変換器の一例を具体的に示す機能ブロック図である。
【図１Ｂ】本発明の教示に従って感知信号に応答して不良状態を検出することが可能な制
御器回路を使用する一例の電力変換器を具体的に示す結線図である。
【図２】本発明の教示による一例の制御器回路を具体的に示す機能ブロック図である。
【図３Ａ】本発明の教示に従って電力変換器の入力電圧を表すサンプル信号を出力する一
例のセンサを具体的に示す結線図である。
【図３Ｂ】本発明の教示に従って電力変換器の出力電圧を表すサンプル信号を出力する一
例のセンサを具体的に示す結線図である。
【図４Ａ】本発明の教示に従って電力変換器の不良状態の存在を示す阻止信号を出力する
例の不良検出器を具体的に示す機能ブロック図である。
【図４Ｂ】本発明の教示に従って電力変換器の不良状態の存在を示す阻止信号を出力する
不良検出器に関して波形を示す図である。
【図５】本発明の教示に従って不良状態を検出するための一例の集積回路を有する一例の
電力変換器を例示する図である。
【図６】本発明の教示に従って電力変換器内の不良状態を検出するための一例の方法を具
体的に示すフローチャートである。
【符号の説明】
【００６８】
　１００　電力供給装置
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　１００Ａ、１００Ｂ、５００　電力変換器
　１０２　入力電圧
　１０４　第１の入力端子
　１０６　第２の入力端子
　１１０　エネルギー伝達素子
　１１２　入力巻線
　１１４　出力巻線
　１１６　補助巻線
　１１８　クランプ回路
　１２０　整流回路
　１２１　フィードバック回路
　１２２　出力電圧
　１２４　負荷
　１２６　第１の出力端子
　１２８　第２の出力端子

【図１Ａ】 【図１Ｂ】
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